
1．「宮城の道サービスの将来像」とは 

宮城県幹線道路協議会は、「宮城の道づくりの基本方針」（平成 14年度策定）を受けた道サービス
向上の目標とその達成に向けて展開する施策・事業を、県民の皆さんに分かりやすく示すために「宮

城の道サービスの将来像」を策定し、公表することとしました。 
この「宮城の道サービスの将来像」を基本とし、Plan（施策・事業の立案）－Do（施策・事業の
実施）－See（現況診断・業績の確認と評価）のサイクルにより、効率的で透明性のある道路行政を
運営していきます。 
 
● 宮城の道サービス向上の目標を宣言！ 
・ 宮城の道サービスの将来における目標を宣言し、より効果的・効率的な道づくりを進めていきます。 
・ また、より生活の実感に近い指標による目標を設定し、より透明性の高い道づくりを進めます。 
・ なお、本編における道サービス向上の目標は、平成 19年度（短期目標）および現計画完了時（長
期目標）の 2時点で設定しています。 

 
● Plan－Do－See サイクルによる、効率的で透明性のある道路行政を運営します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 成果を求めて取り組む

結果を次に生かす

成果目標を持つ 

住 民

対応施策の着実な実施 

（DO=実施） 

道サービス向上の確認 

（SEE=現況診断・評価） 

道サービス向上の方針 

と対応施策の立案 

（PLAN=計画） 

● チェックのサイクル 
「宮城の道サービスの将来像」における道サービス向上の目標の達成を図るため、毎年「業績計画

書」により成果目標を宣言し、その成果目標を「達成度報告書」によりチェックしていきます。 
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